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産業廃棄物処理計画書

令不H6年  6月  10日

大分県知事 佐藤 樹一郎  殿

提出者 兄玉 政貝U
住 所 臼杵市大字吉小野383番の1
氏 名 」Aうすきたまごファーム (株)

代表取締役 佐藤 正平
電話番号 092-65-2606

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の平激量その他
その処理に関する計画を作成したので、提出しまり孔

事 業 場 の 名 称 田杵農場

事 業 場 の 所 在 地 閣杵市大学吉小野383番のと

計 画 期 間 令和6年4月 と口～令和7年8月 81口

当該事業場において現に行つている事業に関する事項

① 事 業 の 種 類 01 農業

② 事 業 の 規 模 採卵鶏 20万羽

③ 従 業 員 数 30名

④産業廃棄物の一連

の処理の工程

動物の黄尿 ①自ら堆肥化
②処理業者に委託して、堆肥として再資源化

動物の死体 ①自ら堆肥化

(日 本工業規格 A列 4番)
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産業廃乗物の処理に係る管理体制に関する事項

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度 (令和5年度)実績】

産業廃棄物の種類 動物の糞尿 動物の死体

排  出  量 7,638t 13t

① 現状
(これまでに実施した取繊

冬場の鶏舎内の温度低下防止対策を行い、食下量の増加を防ぎ、排出

量の低減に取り組んだ。

【目標】

産業廃乗物の種類 動物の糞尿 動物の死体

排  出  量 7,635t 13t

② 計画
(今後実施する予定の醐

飼養衛生及び環境管理を徹底して行い、食下量等をコントロールし、

排出量の低減に取り組む。

産業廃棄物の分別に関する事項

① 現状
(分別している産業廃葉物の種類及び分別に関する取嗣

該当なし

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

該当なし③ 計画



(第 3面)

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度 ( 5年度)実績】

産業廃棄物の種類 家畜の糞尿・死体

自ら再生不1用を行った

産業廃棄物の量
1,747t t

① 現状
(これまでに実施した取組)

堆月巴Fヒ

【目標】

産業廃棄物の種類 家畜の糞尿 '死体

自ら再生不1用を行う

産業廃葉物の量
1,472t t

②計画

(今後実施する予定の取組)

堆肥化、販売経路の拡大

自ら行う産業廃棄物の中開処理に関する事項

【前年度 ( 6年度)実績】

産業廃葉物の種類 家畜の糞尿・死体

自ら熱回収を行つた

産業廃棄物の量
t t

① 現状
自ら中間処理により減量した

産業廃葉物の量
5,444t t

(これまでに実施した取組)

撹拌機の羽根交換やメンテナンス、堆肥製造ラインの一部更新、袋請

め+44のオーバーホール、ペレットダイス交換を実施した。

〔目標】

産業廃棄物の種類 家畜の糞屎
。死体

自ら熱回収を行う
t t

廃棄物の量

自ら申間処理により る
5,691t t

産業廃棄物の量

(今後実施する予定の取組)

引き続き、必要な設備の維持管理を行う。

②計画
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自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度 ( 年度)実績】

産業廃葉物の種類

自ら理立処分又は

海洋投入処分を行つた

産業廃棄物の量

t t

① 現状

(これまでに実施した取組)

I目標】

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行う t t

②計画 産 業 物の量

(今後実施する予定の取組)

産業廃乗物の処理の委託に関する事項

【前年度 (令和5年度)実績】

産業廃棄物の種類 動物の糞尿

企 処 理 委 託 量 460t t

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
t t

再生利用業者への

処 理 委 託 量
460七 t

① 現状
認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
t t

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

t t

(これまでに実施した取組)

指定業者と連携し、適切に産廃処理を実施した。
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②計画

【目標】

産業廃棄物の種類 動物の糞尿

全 処 理 委 託 量 472t t

t t

472t t

t t

t t

(今後実施する予定の敷組)

引き続き、指定業者と連携し、適切に産廃処理を実施する。

※事務処理欄


